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＜研究について＞ 

ここに登場するには 2 回目です。前回も書きましたが、就職して以来、いろいろな部署に配属に

なり、さまざまなテーマでやってきました。ここ数年は特に農業の省力化について取り組んでいま

す。農家人口は減少し、今後は少ない人数でより多くの農地を維持していく必要があり、このため

にロボット農機などの新たな技術の導入が不可欠です。新たな技術の導入は農家個人だけでなく地

域全体で取り組む必要があり、スムーズな導入のための手法について取り組んでいるところです。 

ところで私は普段の行動もなるべく省力的に心がけています（ただの無精者とも言います）。車の

駐車位置は歩く距離がなるべく短くなる入り口に近いところを選択し、大型ショッピングモールで

複数買い物するときは駐車位置から買い物ルートまで歩く距離を最短なるようなルート選定を考え

ます（結局、買い忘れたり、他の物を見たり、道を間違えて遠まわりしていますが・・・）。先日、

水管理作業の実態調査で、ある大規模経営の農家さんの水管理作業に同行しました。遠くに散らば

った多くの圃場を管理されているのですが、その作業ルートはほぼ最短距離の一筆書き、停車位置

は給水栓まで 2 歩程度と大変洗練されて、いかに作業を省力的に行いたいかひしひしと伝わってき

て、こんな農家の方に役立つことができるといいなと思っています。 

＜趣味について＞ 

 前回も紹介しましたが、たまに海に潜っています。いろいろなところに行くのが好きで、これま

で遠出していたのですがコロナ禍でできなくなり、近場の房総半島の先っぽ周辺に通うようになり

ました。内房も外房も面白い海で近年の水温上昇のためか、南の魚たちも多く見られ、遠出しなく

ても向こうから

来てくれている

ようで、野良イ

ルカや野良マン

ボウにも会うこ

とができてすっ

かり房総半島に

はまって癒され

ています
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